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岩 沢
第７７号

２０１８年５月２５日創刊

発 行 岩沢アチコタネーゼ・岩沢分館

岩沢地域振興協議会・岩沢福祉会

編集 石曽根 徹(地域づくり支援員)

経費削減のため、先月号か
ら印刷の外注を取りやめま
した。写真の質が落ちまし
たが、ご理解ください。

お 知 ら せ

岩沢アチコタネーゼでは、施設（事務所・
山紫）の雨漏り修繕費の募
金を実施しています。修繕
には110万円ほど必要で、地
域の皆さんのご協力を呼び
掛けています。
募金箱は住民センター、山
紫に 設 置さ れて いま す の
で、 ぜ ひ、 ご協 力く だ さ
い。

(１)

地域の皆様へお願い

５
月

８
日(

木)

真
人
の
ふ

れ
あ

い
交

流
館
に

て
南

部
地

域
町

内
会

長
連
絡

協
議

会
の

第
１

回
目

の
会
議

が
開

催
さ

れ
た
。

会
議

で
は

、
今
年

度
も

各

地
区
の

県
道

・
市
道

の
整

備

を
協
働

で
要

望
し
て

い
く

こ

と
を
確

認
。

南
小
・

中
学

校

の
支
援

も
引

き
続
き

行
う

こ

と
が
計
画
さ
れ
た
。
協
議

事
項
と
し
て
は
、
「
氣
づ

南
會
」
へ
の
活
動
支
援
や

６
月
５
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
南
小
中
学
校
で
の
講

演
会
へ
の
助
成
金
も
決
定

し
た
。

な
お
、
令
和
７
年
度
は

会
長
に
真
人
地
区
の
瀧
澤

功
さ
ん
、
副
会
長
に
岩
沢

地
区
の
佐
藤
和
俊
さ
ん
が

就

任

す

る

こ

と

と

な

っ

た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
を
確
認

南
部
４
地
区
が
結
束
し
て
事
業
を
推
進

穏
や
か
な
初

夏
の
日
差
し
に
恵
ま

れ
た
中
、
岩
沢
福
祉
会
が
協
力
す
る

「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
想
」
出
張
販
売

が
始
ま
っ
た
。

４
月
30

日
の
初
日
は
事
前
に
地
域

全
体
に
チ
ラ
シ
を
配
っ
た
効
果
も
あ

り
、
開
店
早
々
か
ら
大
勢
の
お
客
様

で
賑
わ
っ
た
。
今
年
は
昨
年
か
ら
の

本
町
「
和
菓
子

堀
儀
」
に
加
え
て

「
み
や
う
ち

の
と
う
ふ
」

も
新
た
に
出

店
。
地
域
内

に
は
定
期
で

購
入
し
て
い

る
家
も
あ
る

が
、
気
軽
に

買
え
る
と
い

う
こ
と
で
、

好
評
だ
っ
た
よ
う
だ
。

福
祉
会
の

諏
訪
部
会
長

は
「
今
年
も

何
と
か
こ
の

事
業
を
始
め

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

新
し
い
お
店

に
も
来
て
も

ら
え
る
よ
う

に
声
を
掛
け

て
い
く
の
で

、
ぜ
ひ
買
物

に

来
て

ほ

し
い

」

と

話
す
。

な
お

、

今
後

も

出

張

販
売

は

毎
月

第

一

と

第
三

水

曜
日

、

午

後

３
時

か

ら
諏

訪

部

鉄

工
所

事

務
所

前

に

お

い
て

行

わ
れ

る

予

定
で
あ
る
。

買
物
困
難
者
を
支
援

人 物 紹 介 (21)
小
千
谷
市
立

南
中
学
校

校
長

阿
部

由
美
子

この4月から南中学校に赴任いたしました、校長の阿部由美子
と申します。前任は、小千谷市立千田小学校で教頭を務めており
ました。自宅は小千谷市山本町です。生まれは下越の旧西蒲原群

です。縁あって小千谷に嫁ぎ、早30年近くになります。この間、
川口、小千谷、魚沼、十日町の学校に勤務させていただきまし
た。雪の少ない地域から雪の多い地域に嫁ぎましたが、今ではす
っかり雪国の住人です。雪国の厳しさ、優しさ、そして素晴らし
さをたくさん知ることができました。
自然豊かで、人情の深い小千谷が大好きです。この小千谷で学

校経営に取り組むことができることを誇りに思っています。「自
分らしく考え、心豊かにたくましく生きる小千谷の子ども」の育
成に向け全力を尽くします。どうぞよろしくお願いいたします。
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先

日
行
わ
れ
た

桜
峰
学
級

の
開
講

式
に
私
も
参
加
し

て

き
ま
し

た
。
い
つ
も
な
ら

講

演
が
始

ま
っ
て
写
真
を
撮

っ

て
暫
く

す
る
と
退
席
す
る

の

で
す
が

、
お
話
が
面
白
く

て

最
後
ま

で
聞
き
入
っ
て
し

ま

い
ま
し
た
。

特

に

印

象

的

だ

っ

た

の

は
、
日

本
で
は
高
級
果
物

と

さ
れ
て

い
る
マ
ン
ゴ
ー
を

ブ

ラ
ジ
ル

で
は
豚
の
餌
と
し

て

与
え
て

い
る
と
の
こ
と
。

地

域
が
変

わ
れ
ば
物
の
価
値

が

代
わ
り

同
時
に
豊
か
さ
と

は

何
か
を

考
え
る
と
い
う
お

話

が
印
象
的
で
し
た
。

先
日

亡
く
な
っ
た
「
世

界

で
一
番

貧
し
い
大
統
領
」

と

呼
ば
れ
て
き
た
南
ウ

ル
グ
ア

イ
の
ホ
セ
・
ム
ヒ
カ

元
大
統

領
の
ニ
ュ
ー
ス
で
見

た
の
で

す
が
、
所
有
し

て
い
た
30

～

40
年
位
前

の
ド
イ
ツ
の

庶
民

車
を
中
東
の
富
豪
が

１
０
０

万
ド
ル(

日
本
円
で
約
１
億
５

０
０
０
万
円)

で
購
入
し
た
い

と
申
し
出
が
あ
っ
た

時
、
元

大
統
領
は
ま
だ
新
し

い
か
ら

売
ら
な
い
と
い
う
エ

ピ
ソ
ー

ド
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

私
は
、
テ
レ
ビ
で

店
の
メ

ニ
ュ
ー
全
制
覇
や
大

食
タ
レ

ン
ト
が
爆
食
す
る
と

い
う
番

組
が
出
て
く
る
と
直

ぐ
に
チ

ャ
ン
ネ
ル
を
変
え
ま

す
。
そ

し
て
妻
や
子
ど
も
に

言
い
ま

す
「
世
界
中
に
は
一

日
一
食

さ
え
食
え
な
い
人
が

大
勢
い

る
の
に
日
本

の
テ
レ
ビ

は
・

・
・
・
・
」
・
・
・
・(

Ｉ)

編

集

後

記

毎
年
２
回

の
実
施
が
求
め
ら

れ
て
い

る
住
民
セ
ン
タ
ー
で
の
定
期
避
難
訓
練

が
５
月
12
日
行
わ
れ
た
。

午
前
10

時
半
頃
住
民
セ
ン
タ
ー
の
火

災
報
知
器
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
る
と
長

谷
川
事
務
員
は
出
火
場
所
を
確
認
。
デ

イ
ホ
ー
ム
の
食
事
準
備
の
途
中
で
調
理

室

の
ガ
ス
コ
ン

ロ
か
ら
出

火

と

い

う

こ

と

を

確

認

し

、
デ
イ
ホ
ー

ム
参
加
者

に

避

難

の

準

備

を

伝

え

る
。
そ
の
後
地
域
づ
く
り
支
援
員
と
二

名
で
消
火
器
で
初
期
消
火
を
行
う
が
こ

れ
に
失
敗
し
、
一
階
の
非
常
口
か
ら
避

難
誘
導
。
地
域
づ
く
り
支
援
員
は
、
一

階
、
長
谷
川
事
務
員
は
二
階
の
各
部
屋

を
周
り
、
火
災
の
告
知
と
逃
げ
遅
れ
た

人
が
い
な
い
か
を
確
認
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
非
常
口
か
ら
脱
出
し
た
。

避
難
後
は
屋
外
で
長
谷
川
事

務
員

か
ら
、
訓
練
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ

っ
た
。

５
月
１
日
岩
沢
保
育
園
お

さ
ん
ぽ
会

が
行
わ
れ
た
。

こ
の
日
は
世
間
的
に
は
メ

ー
デ
ー
の
行
進
が
行
わ
れ
る

日
で
は
あ
る
が
、
保
育
園
は

独
自
に
岩
沢
に
雪
解
け
と
春

が
来
た
こ
と
を
町
内
に
告
げ

る
行
事
を
計
画
。

園
児
は
一
人
一
人
風
船
を

手
に
持
っ
て
９
時
30
分
に
保

育
園
出
発
。
途
中
農
作
業
の

人
か
ら
は
手
を
振
ら
れ
、
郵

便
局
で
は
局
長
か
ら
特
別
に

お
菓
子
を
も
ら
い
、
岩
沢
駅

で
休
憩
。
最
後
は
、
西
願
寺

で
行
わ
れ
た
護
摩
講
に
参
加

し
、
一
人
一
人
住
職
か
ら
仏

様
の
ご
加
護
を
受
け
て
い
た
。

(２)

保
育
園
児
が
春
を
告
げ
に
お
さ
ん
ぽ

数
年
前
か
ら

柏
崎
に
あ

る
新
潟
工
科
大
学
に
協
力

し
て
行
っ
て
き
た
、
積
雪

に
よ
る
建
物
へ
の
加
重
測

定
で
あ
る
が
、
対
象
建
物

を
ア
チ
コ
タ
ネ
ー
ゼ
事
務

所
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
契

約
解
除
に
よ
り
、
計
測
場

所
を
住
民
セ
ン
タ
ー
前
の

コ
ミ
バ
ス
車
庫
へ
と
移
す

こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
日
は
前
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
ー
の
調
整
と
新

た
な
セ
ン
サ
ー
の
設
置
を

新
潟
工
科
大
学
涌
井
教
授

の
指
導
の
下
、
学
生
が
作

業

を

行

っ

た
。セ

ン

サ

ー

の

設

置

協

力

に

対

し

て

使

用

料

も

入

る

こ

と

か

ら

、

駅

前

ト

イ

レ

の

維

持

管

理

費

の

助

成

に

し

た

い

と

長

谷

川

振

興

会

長
は
話
す
。

新
潟
工
科
大
学
調
査
継
続
中

雪
お
ろ
し
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を
数
値
で
示
す

５
月
16

日(

金)

今
年
度
最
初
と
な

る

高
齢

者

学
級

「
桜

峰
学

級

開
講

式

」
が

住

民
セ

ン
タ

ー
で

行

わ
れ

た
。冒

頭
今
年
度
新
し
く
赴
任
し
た
小

千
谷
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
の
大
矢
課

長
が
「
最

初
、
桜
峰(

さ
く
ら

ず
ん

ね)
が

読

め

な

く

て
、

困

り

ま

し

た
。
こ

れ
か

ら

覚

え

ま

す

」

と

挨

拶
。続

い
て

今

回
の
講
師
で
あ
る
小
千
谷
新
聞
の
渡

辺
満
氏
か
ら
、
新
聞
記
者
と
し
て
自

分
が
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
こ
と
や
記

事
の
書
き
方
に
対
す
る
講
演
が
あ
っ

た
。
渡
辺
氏
は
若
い
こ
ろ
か
ら
南
米

や
ア
フ
リ
カ
の
国
々
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

Ｎ
Ｇ
О
と
し
て
森
林
保
護
に
つ
い
て

活
動
し
た
こ
と
。
故
郷
の
小
千
谷
に

戻
り
新
聞
取
材
の
中
で
、
岩
沢
の
春

こ
い
火
ま
つ
り
や
大
崩
れ
の
十
二
講

に
ふ
れ
て
「
こ
の
よ
う
な
文
化
を
ぜ

ひ
残
し
て
欲
し
い
。
そ
れ
が
ダ
メ
な

ら
後
世
に
伝
え
て
欲
し
い
」
な
ど
の

貴
重
な
話
を
し
た
。

今
年
も
多
彩
な
講
座
を
用
意

桜
峰
開
講
式


